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［概要］
　目の前を悠然と流れる筑後川。だが台地に住む百姓にその
恵みは届かず、人力で愚直に汲み続けるしかない。助左衛門
は歳月をかけて地形を足で確かめながら、この大河を堰止め、
稲田の渇水に苦しむ村に水を分配する大工事を構想した。その
案に、類似した事情を抱える四ヵ村の庄屋たちも同心する。彼
ら五庄屋の悲願は、久留米藩と周囲の村々に容れられるのか。
新田次郎文学賞受賞作。

『水神』
著 / 帚木　蓬生　出版社 / 新潮文庫

　帚木蓬生さんは大好きな作家の一人で、新刊を
見つけたら必ず購読しています。この本は2012
年に文庫化された際に、たまたま通りかかった書
店で見つけました。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　この本は福岡県うきは市にある大石堰の建設に
貢献した5人の庄屋の物語です。
　この本を読むまで知らなかったのですが、福岡
県には「五庄屋物語」という伝承があります。そ
の伝承に出てくる実在の人物が、本書のモデルに
なっています。私利私欲ではなく後生のために、
命と全財産を賭して治水事業に挑んだ5人の庄屋
と、その姿に心打たれる周囲の人たちのひたむき
さに、利他の心を感じさせられます。人が持つ本
来の優しさと強さに、読後、心がポカポカと温か
くなります。

：この本をお薦めしたい理由についてQ 2

　年齢に関係なく多くの方に感動していただき
たいです。
　心に残る一言も名言もありませんが、小説そ
のものの面白さと、全編を通して訴えてくるモ
ノを捉えていただければと思います。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3
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兵庫県神戸市中央区港島南町 3丁目 2 -11
3,000万円
1937 年７月
153 人
高機能性樹脂部品の加工・販売
３Dプリンター、粉末積層造形品
製造及び製品開発
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八十島プロシード株式会社　代表取締役社長

● 今月のご紹介者
氏伊藤　由香 

（上）・（下）

想像を創造する技術がここにある
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